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米国及び日本におけるクーポニング

の現状とわが国のこれからの方向

小林太三郎

11　クーポン付き広告1二関する規則

　新聞のクーポソ広告が平成2年10月1日から行えるようになった。新聞公正

取引協議委員会からクーポ1■広告を新聞に掲載Lたり折り込むことができるよ

うに承認申誇のあったrクーポン付き広告の規則」を公正取引委員会は承認し

た結果，このことが可能にたったのである。先に雑誌クーポン広告が公取委か

ら承認されているので，クーポソ広告はより行いやすくなるとともに，プロモ

ーショソ戦略戦術の面から一層注目，活用されるようになるのは必至といえ

る。

　新聞公正取引協議会から承認申請のあったrクーポン付き広告に関する規

則」（平成2年9月21日，公正取引委員会承認）を，資料としてここに掲載し

ておく。

　　　　　　　　　　　クーポン付き広告に関する規則

（目的）

第1条この規貝晦，新聞業における景品類提供の禁止に関する公正競争規約（以下

　r規約」という藺）第11条の規定により，新聞の発行または新聞の販売を業とする者

　（以下「新聞事業老」という。）が，クーポソ付き広告を掲載し，またはクーポソ付

　き折り込み広告を配布する場合の必要事項等を定めることにより，不当な顧客の誘引
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を防止し，もって規約の適正な運用を図ることを目的とす乱

（規約との関係）

第2条新聞事業老が，クーポソ付き広告を掲載しまたクーポソ付き折り込み広告を配

　布する場合，この窺則に定める方法によるときは規約の制限の対象とならないものと

　する。

（定義）

第3条この規貝聰において「クーポソ付き広告」とは，新聞事業老以外の広告にかかわ

　る事業着（以下「広告主」という。）が，その供給する商品または役務の割引等を約

　する券類等を新聞本紙または別刷りの広告面に掲載した広告をいう。

2　この規剣において「クーポソ付き折り込み広告」とは，広告主が，その供給する商

　晶または役務の割引等を約する券類等を新聞折り込み広告に掲載した広告をいう。

（クーポソ付き広告の範囲）

第4条第3条で定める「クーポソ付き広告」および「クーポソ付き折り込み広告」

　は，割引券，見本等請求券および資料講求券に隈るものとする。

（1）　「割引券」とは，広告主が供絵する商品または役務の割り引きの額または割り引き

　の率を記載した券類をいう。

（2）　r見本等請求券」とは，広告圭に商晶または見本（試供品等）もしくは役務を請求

　できることを記載した券類をいう。

（3〕　「資料請求券」とは，広告主の事業，商品または役務に関する資料等を請求できる

　ことを記載した券類をいう。

（禁止事項）

第5条新聞事業老は，新聞等にクーポソ付き広告を掲載するときは，次の各号に掲げ

　る行為を行ってはならない。ただL，クーポソ付き広告のうち資料請求券については

　この隈りでない。

（1）新関事業著が広告主とたり，その事業にかかわる経済上の利益をクーポソ付き広告
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　として購読者に提供すること。

（2）新聞事業者が，見本等請求券にかかわる受付および請求に関与すること。

（3）新聞事業者の関遵会杜および新閨販売業老を兼業している事業著が，クーポソ付き

　広告を出稿する場合に，当該新闇の顧客誘引の手段としてこれを用いること。

（4）クーポソ付き広告が掲載されている新聞本紙または別刷りを発行部数以上に印刷ま

　たは配布すること。

　　なお，発行部数の管理については，新聞発行業者（販売担当および広告担当）の責

　任のもとに厳格に履行するものとする。

（5）クーポソ付き広告の掲載の旨を新聞，他の媒体（テレビ，ラジオ，雑誌，チラシお

　よび宣伝版等）または口頭等で，事前，同目重たは事後にかかわらず告知すること。

（6）クーポソ付き広告の揚載の旨を事前に新聞販売業者に告知すること。

（7）クーポソ付き広告別刷り特集号を原則として発行日の4日以上前に新聞飯売業者に

　送付すること。

（8）新闇事業者が発行する宣儘版等販売促進にかかわる印刷物に，クーポソ付き広告を

　掲載すること。

（g）クーポソ付き広告と同一紙面に，企函・割作○○新閨杜広告局等の表示やカットを

　使用すること。

　　なお，新聞事業老専属であると否とにかかわらず，広告会杜が単独もしくは新聞事

　業老と共同してクーポソ付き広告の集稿等に当たることは，企画の関与に当たらな

　い。

2　新聞事業老は，クーポソ付き折り込み広告を配布するときは、次の各号に掲げる行

　為を行ってはならたい。ただし，クーポソ付き折り込み広告のうち資料請求券につい

　てはこの隈りでない。

（1）新聞事業者が広告主となり，その事業にかかわる経済上の利益をクーポン付き折り

　込み広告として購読老に提供すること。

（2）新聞事業者の関連会杜および覇聞事業老を兼業している事業老が，クーポン付き折

　り込み広告を出稿する場合に，当該新聞の顧客誘引の手段としてこれを用いるこ乙

（3）新閲事業老の関遼会杜および新闇飯売業老を兼業している事業老が，当該新聞の顧

　客誘引の手段として，クーポソ付き折り込み広告の企画・制作にかかわること。
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（4）新閣事業老がクーポソ付き折り込み広告を配布後，当該新聞の購読老の受付および

　請求にかかわることo

（5〕新聞販売業者が，自店の本紙購読着以外にクーポソ付き折り込み広告を配布するこ

　と。

（6）新聞事業者が，クーポソ付き折り込み広告配布の旨を・新聞・他の媒体（テレピ・

　ラジォ，雑誌，チラシおよび宣伝版等）または口頭等で，事前，同目重たは事後にか

　かわらず告知するごと。

（7）新聞事業考が，広告主をして事前に告知させたクポーソ付き折り込み広告を配布す

　ること。

（8）新聞事業着が発行する宣伝版等販売促進にかかわる印刷物を媒体として，クーポソ

　付き折り込み広告を配布すること。

（禁止害項の例外）

第6条新聞事業者カミ，新聞にクーポソ付き広告を掲載するときは，次の各号に掲げる

　行為を行うことができる。

（1〕同一紙面における本紙編集目次および別刷りフ日ソト面に「クーポソ広告特集」な

　どの標題を表示すること。

（2）フロソト面にクーポソ付き広皆（広告スペースにおける広告主による告知を含む。）

　を掲載すること。

（3〕広告主が本紙または別刷りをマーケティソグ資料として増刷を要請Lた場合，刷り

　増しする一こと。

　　ただし，その場合は，即売単価による購入を条件とす飢

（券面表示）

第7条新聞箏業老は，割引券を新聞本紙または別刷りの広告面ならびに新聞折り込み

　広告に掲載するときに，当該割引券に次の事項を表示するこ』ただし，スペース等

　の関係から券面に表示できないものについては，券面以外の同一の広告面に表示する

　ことができる。

（1）広告主名または実施店舗名およぴ住所

9I6



　　　　米国及び日本におけるクーポニングの現状とわが国のこれからの方向　　27

（2〕対象商品名または役務の内容

（3〕割引の額または割引の率

（4）割引の額または割引の率のもととなる金額（メーカー希望小売価格または自店通常

　販売倣格）

（5）数量，重量および形状等

（6）クーポソ券の使周有効期隈

（7）その他の必要事項

　　恋お，見本等請求券の券面表示は，上記に準ずる扱いとする。

2　原則的に，広告面とクーポン券面との境界区分を明確にする。ただし，スペースの

　都合たどで境界区分を設けることが物理的に不可能な場合はこの隈りではない。

（違反処理）

第8条新聞公正取引協議会は，新閨事業老がこの規則に違反した場合は，支部新聞公

　正取引揚議会または地区新聞公正取引協議会で協議し，次のとおり処理する。この場

　合，必要に応じて広告関係著と笛議する。

（1）第5条に定める事項の違反については，新聞公正敢引協議会議事録等へ記載すると

　ともに，200万円を隈度とし違約金を支払うこととする。違約金の額は別に定める。

　　なお，第5条第1項第3号および同条第2項第2，3号についても，新聞事業老が

　責任を負うこととする。

（2）前号以外の違反については，窺約讐に従って必要放処理を行う。

（協議機関）

第9条　この規則の解釈または運用に疑義が生じたときは，新閣公正敢引鶴議委員会で

　協議し，必要恋措置をとる。

　附　貝一

1　この規貝画は平成2年10月1日から施行す乱ただL，クーポソ付き折り込み広告に

ついては，この規則の施行の日から起算Lて6か月を経遇した目から実施するものと

する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　91？
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2　第4条第1号に規定する割引券に表示する割引の額または割引の率は，もととなる

　金額の50％を限度とする。

3　第4条第2号に規定する見本等の価額は，市価300円程度を隈度とする。

4　新閾飯売業は，クーポソ付き折り込み広告を配布した場合，当該支部新闇公正取引

　協議会にその旨を報告する。ただし，報告は，施行後6か月間とする。

5　クーポソ付き広告について，読者へP　Rおよび啓蒙を目的とする記事体広告紙面に

　掲載する「企画・制作○○新聞杜広告局」の表示は，施行目から6か月間に限り便用

　することができる。

6　この規則は，施行後2年以内に必要に応じて見直しをする。ただし，附員勝2号お

　よび第3号の規定は，この規則の施行後，2年聞効力を有す私

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上

　まず新聞公取協はrクーポソ付き広告に関する運営細則」を作成しているが，

これは目的（第1条），規約との関係（第2条），新聞本紙・別刷りの定義（第

3条），掲載・配布の制隈（第4条），新聞業者と類似の事業者（第5条），割

引券（第6条），見本等請求権（第7条），関与の類似行為等の禁止（第8条），

関連会杜の定義（第9条），関連会杜の登録（第10条），関違会杜の届出義務

（第11条），友の会の関与の禁止（第12条），宣伝版の定義（第13条），デリバ

リー組織の配布の制隈（第14条），マーケティソグ資料の配布（第15条），デ

リバリー組織等による見本等または資料類の配布（第16条），見本等講求券の

券面表示（第17条），違反処理（第18条），違約金（第19条），違約金等の軽滅

措置（第20条），協議機関（第21条），附則から構成されている。この細則の紹

介はここでは割愛する。

2　広告とプロモーションとクーポンの関係

　ここでいうプロモーショソは広義のものではなく，狭義の販売促進と同意語

とする。まず一この販売促進も統計上の処理を考慮した，ダイレクト・メール，

P　O　Pディスプレイ，プレミァム及びインセソティブ，ミーティソグ及び会議，
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第1図
　　　　　　　広告と販売促遺（1982～89年〕
　　　　　　　　　　　　　　　　　（単｛立：10値童ド’レ〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＄135．5
　　　　　　　　　　　　　　　　　　＄124．5＋9％

　　　　　　　　　　　　　　　＄115．8＋8％

　販売促進　　　　　　　＄106．7＋9％

　　　　　　　　　　　十13％　年平均十12％　　＄94，4
　　　　　　　　＋工4％
　　　　　　＄83，7
　　　＄71，7＋1？％
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＄70，7
＄・1、・十脇　　　　＄。。＄・・・…％
十u％。。・轍・享1・4・・％十7％

　　　＄43．1　→一1　96

＄386＋1％
十8％

広告

年平均十9％

’82　　’83 悩　　　5　　’86

（出所：M＆MD，J凹1y1990，p．21）

7　　’88　　’89

消臼者プロモーション～鎮体・広告川トレート・プ回モーソヨンの関係（198ト89年〕
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トレードショー及び展示会，プロモーション広告，ブリント／AV／その他，

クーポソ償還の各項目から穣成されるものと限定する。この場合，広告とプロ

モーションの関係はどのようになっているのか。ラッセル・ボウマソがマヅキ

ャン・エリクソン杜，ダイレクト・マーケティング協会，P　O　P広告協会，ア

クトメディア，プレミアムインセンティブ誌，インセンティブ・マガジソ誌，

ミーティソグ＆コンベソション誌，トレード・ショー・ビューロー，米国政府

及びウルフマンAVリポートのプリント／AV資料，MC3のクーポン償還資

料，テレマーケティング誌，AT＆T，トレード・プロモーショソ分野のI　R

　　　第1表　米国の1989年広告及びプロモーション費

広告　単位100万ドル　対前年比
テレビ

ラジオ

ピジネス紙誌

消費老雑誌

新　聞

農業紙誌

屋外
広告計

25．478　　　　　　　36％　　　　　　　十　　　4％

7．906　　　　　　　11％　　　　　　　十　　　7％

2．763　　4％　　　十　6％

6．380　　9％　　　十10劣
26．868　　38％　　　十　6％
　212　　（1％以下）　　十　8％

1．111　　2％　　　十　4％

70．718 100％　　　　十　5％

販売促進

ダイレクト・メール

POPディスプレイ

プレミアム及びインセ：ノティブ

ミーティソグ及びコソベソショソ

トレ］ド・ショー及ぴ展示会

プロモーショソ広告

印刷／Av／その他

クーポソ償還

飯健言十

21．945

18．474

17．814

37．610

8，幽4

11．374

13．098

6，320

135，479

16％

14％

13％

28％

　6％
　8％
10％

　5％

100％

十　4％

十　10％

十　8％

十　12劣

十　10％

十　5％

十　10％

十　9％

十　9％

雨者合計　206，197（百万ドル）

飯売促進＝65，7％シエア

広　　告＝34．3％シェァ
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第2図

米国仁おけるクーボン配布の傾向

　　　　　　　　　　　　　　（十6％）

　　　　　　　（十13％）215．2

163．2

（十10％

1？9．8

202．6

（十3％）

221．7

（単位：10億枚）

1984 1985 1986 1987　　　　1988

（出所1Manuf目ct㎜e囎Coupon　Control　Center，・Hea肚＆Bea1』ty

　　　Aid畠Coupon　Distdbution　and　Redemption　Pa池ms1989，”
　　　PP．1－2．）

第3図

米国におけるクーボン配布の傾向
221．7

（単位110億枚〕

215，2

202．6
1－4％〕

（十15％〕

〃9．8 （十26洲 41．3 47．7

163，2 （十15％〕 43．2

健康及び
29．7

34．3

美容エイズ

1＋1脇〕
｛十9矧 （N／C〕

1＋9％）

159．4
173．9 174．O

食料雑貨品 133．5
工45．5

1984 1985 1986 1987 1988

（出所：M畠皿ui目ctu「e蹄CoupOn　Co口trol　Center，“H巳alth＆Be固uty

Aids　Co凹pon　Dis㎞budon　and　Redemp丘on　Pa杜ems1989，｝
PP，1－2、〕
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I／セイジワールドワイドなどを踏まえての分析によれば，最近2～3年間の

広告とプロモーション（販促）の投入量は第1図の通り1〕

　米国の1989年の総広告費及び販売促進費は第1表の通りである。｛2〕テレビ広

告は広告費合計額の36％，ラジオ広告11％，ビジネス誌4％，消費者向け雑誌

9％，新聞38％，農業誌1％以下，屋外2％（計100％）で，テレビ広告費と

新聞広告費が2大桂となっている。これらの合計が707億1，800万ドルである

が，これに対し販売促進費の合計は1，354億7，900万ドル，広告費の1・92倍で

ある。飯売健進費の言干100％に対し，ダイレクト・メールは16％，P　O　Pディ

スプレイ14％，プレミアム及びインセソティブ13劣，ミーティング及びコソベ

ンション28％，トレード・ショー及び展示会6％，プロモーショソ広告8劣，

プリント／AV／その他10劣，クーポソ償還5劣となっている。両考の合計

2，061億9，700万ドルの65．7％が販促，34．3が広告であることに注目したい。

　販売促進の構成費目はこれ以外にもいろいるなものが考えられようが，米国

広告・販売促進業界での利用できる統計資料という制約下でのものとしてこれ

を読まれたい。クーポン・償還が販売促進の5劣を占めていることに留意した

し・o

　このクーポンは米国では年聞どの程度配布されているのだろうか。1968年で

の総配布量は165億枚，1988年は2，217億枚であ飢年1984の総配布量は1，632

億枚，85年は1，798億枚（前年対比10％増），86年2，026億枚（13％増），87年

2，152億枚（6劣増）で，88年の前年対比は3％増となる。これらは健康及び

美容エイヅの場合の配布量の計恋ので，ここで両者別の配布数を検討しておき

たい。1988年における健康及び美容エイズのクーポソ配布総量は477億枚，食

料薙貨品は1，740億枚で，この両者の計が2，217億枚となる。‘3〕

3　クーポン配布の媒体・手段

クーポソ配布のメディアとなると各種各様なものがある。例えぱ，新聞
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　　　　　　　　　　　　　　　　第4図

クーボン配布媒体の邊類

新聞，F．S．I．

インパック／オンパック・88　聴繍

ダイレクト・メー’レ

新聞、ROP，共同

新聞・ROP・メーカー広告・88害

新聞，小売広皆

維　誌

サンデー別刷

年度別及ぴ
対小規模企糞、

貢 年度別・規模別企業利用率（％） 大規模企業
増減率 （％〕

’89 96％

’88議擦蟷 窪鑑妾撫輔 鱗誰1窪榊棚 冊岬”
2

’89 87％
’88’ 竃蔓妻…審霞養茎嚢肇竃露蟻……≡轟霞轟………≡……姜窒嚢≡姜…≡≡……≡葦茎薯’8796 0

’89 74％
I88鎌稻 ‘・鱗：繊・ 撒亜蟻灘搬’擬擬鰯71％

3

，89 63％
’88圭灘灘： 蝿嚢＝醍：・＝榊：・：・

一1

’89 63％

’88鰯潮 “鍛燃蝿誰理66％
一3

’89 61％
’S8 嚢籔議榊搬灘 ．榊灘婁63％

一2

’99 56％

’88繍榊織：榊　　擦轟轟 鰭57％
一1

’89 40％

’88擁 ＾榊榊冊44％
一4

　　　　　　　　　　　L‡
新聞．F．S．1．
　　　　　　　　　　　S■・

　　　　　　　　　　　L■
インパノク／オンパックS・

鰭：：議1葦’＝ 姜轟1季誰義1： ．．轟織灘1誰939

92％

灘灘
：・：・＝爵鞘＝＝：鱗 鱗84％

88％

撚66％

7
7
％
7
7
％

搬雷＝＝‡　　．．．妾毒壷圭鮒壷窒妾圭　・搬・覇：…；5596

73％
＝1茎縫：轟

65％
姜1姜1。． 義誰繋

46％
罧・．湘・’＾

■　　　＾　L　　　1　■■　　　」

対小規模企糞，

　　l00％．7
93％

92％
　　　　　一8

　　　　　　　　　　　L．
ダイレクト・メール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー22
　　　　　　　　　　　S湘誰卍

　　　　　　　　　　　L‡
新聞．ROP，共同　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一22
　　　　　　　　　　　S榊榊灘

　　　　　　　　　　　L．新聞，ROP，メー力一広告　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一22
　　　　　　　　　　　S．

　　　　　　　　　　　L．
新聞．小売広告　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一18
　　　　　　　　　　　S．圭徽

　　　　　　　　　　　L．

雑誌　　　　S・・　　　　　　　　　　　　一15
　　　　　　　　　　　L．
サンテー別刷　　S・　　　　　　　　　　　　　一10
　　．L＝年商が10億ドル以上の犬親穣企糞

　　．S＝年商がlO億ドル以下の小規模企業

　　（出所：Do㎜elleアMa故eゼ皿g12th　A㎜1ual　S口πey　of　Promotio咀1P胴cげces，1990、）
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（ROP），F．S．I．，ダィレクト・メール，雑誌，DM，イン・パック，オソ・バ

ック，その他というように媒体は多彩である。ドナリイ・マーケティ：■グの第

12回プロそ一ション・プラックティス年次調査（米国の非耐久商品・サーピス

の販売促進を担当するマーケティソグ・エクゼキュティブを対象にし1989年

9月7日から10月12日までに行われた年次調査である）によると，この回答会

杜の利用するクーポン配布媒体は第4図の通り（図の上半分の上部バーは1989

年，下部バーは1988年の利用率〈両老ともこの第12回調査に基づく＞，また図

下半分の上部バーは大規模企業，下部バーは小規模企業を意味する）。

　ここに掲出されたクーポソ配布の8媒体は1988年，89年とも同じような利用

パターソを示している。｛4〕大規模企業の利用率上位媒体は，1989年では1位新

聞，F．S．I．，2位，イソパック／オソバック，3位ダイレクト・メール・4位

新聞，RO　P，共同63％，同位新聞，ROP，メーカー広告63％，6位新聞小

売広告61％，7位雑誌56％，8位サソデー別刷40％となってい乱1985から89

年に至るまでのクーポソ配布媒体の利用率の傾向を追ってみよう。□5コ

第2表　各種クーポン配布媒体利用率年別比較

クーポソ媒体のタイブ 1985

92％

　（1985，86，87，88，89年）

各年・調査の回答率

1986　　　　1987　　　　1988　　　　1989

1
． 新聞，F．S．I 93％ 94％　　　　91％　　　　96タ6

2． イソパック■オンバック 90 94　　　89　　　87

3，

4．

ダィレクト・メール

新聞，ROP，共同

86　　　　　78　　　　　82　　　　　78　　　　　74

79　　　　　79　　　　　72　　　　　71　　　　　63

5． 新聞，R　O　P，メーカー広告

6．新聞小売広告

71　　　　　73　　　　　74　　　　　69　　　　　63

51　　　　　45　　　　　57　　　　　57　　　　　61

　τ雑誌　　　　　　67　67　65　60　56
　8．サソデー別刷　　　　　　　　55　　40　　49　　48　　40

（出所　Donnelley　MarketiIlg　Aエm皿al　S皿πeys，1985，’86，．87，’88，’89）

924



　　　米国及び目本におげるクーポニソグの現状とわが国のこれからの方向　　35

これは利用率であり，投下費用を意味するものでないことに強調しておきた

い。投入経費の視点からはどうなるであろうか。新聞，F．S．I，新聞小売広告，

ダイレクト・メール，イソバック■オソバヅク，サンデー・サプルメント，新

聞，RO　P，共同の6媒体を経費からいってr最も重要」，r2番目に重要」，

「3番目に重要」の3つの尺度から，この調査は回答会杜に評価を求めている

が，その結果は第3表の通りで，企業側は「最も重要」のクーポソ媒体として

は，新聞RS・I・を指摘している。r2番目に重要」は1位がダイレクト・メ

ール（これに次ぐのがイソバック／オンパック）であり，r3番目に重要」と

なるのが1位イソパヅク／オソパック（これに新聞ROP，共同が従う）とな

る。＝副まず，年商10億ドル以上の大規模会杜，10億ドル以下の小規模会杜別

の，経費からみてr最も重要」，r2番目に重要」，r3番目に重要」の回答は以

下の通りである（第4表）。

　企業別から眺めると，大規模企業（年商10億ドル以上），小規模企業（年商

10億ドル以下）の費用をかけているクーポソ配布媒体は，r最も重要」は大，

小とも新聞，F．SI．である。「2番目に重要」はダイレクト・メール，イソバ

ック／オソパックが，「3番圓に重要」のメディアとしては，イソパヅク／オ

ンバヅクと新聞，R　O　P，共同などが目につく。ωこのF．S．I．はこれからも

主要配布媒体となり続けるものと思う。

　これらのクーポソ配布媒体が実際上どの程度利用されているのかが第5表か

らわかる。｛割メーカー・クーポン視点からのクーポソ配布主要媒体はF．S．I．

が最もよく利用されている。このF．S工はサソデー紙が主体という点に特に

注目Lたい。これに続くものが，RO　P新聞の単独5．4％，パッケージ・クー

ポソ5．2劣，ダイレクト・メール5．0劣である。

　わが国の場合，クーポソ配布媒体としては新聞折込みが現状（平成2年11月

現在）では利用できない。これが解禁されるのは新聞本紙のクーポソ広告解禁，

数カ月後と見込まれている。したがって，わが国におげるクーポソ配布媒体と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　925
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第3表

クーポソ配布媒体のタイブ

　　　　　　回答者の％

最も重要　　2番目に重要 3番目に重要

新聞，F．S．I 83％　　　　　6％ 3％

新聞，小売広告 10　　　　　　　11

ダイレクト・メール 31　　　　　　　9

イソパヅク／オソバソク 23　　　　　　27

サソデー・サプルメソト 1　　　　　　　3

新聞，R　OP，共同 16　　　　　　　20

（出所　：表の蹟所と同じ）

第4表

大規模企業対小規模企業

　　　　　　　回答老の％

　　　　　　　　　　2番目規模別　　最も重要　　に重要 3番目に重要

新聞，F．S．I
＊大　　　89％　　　4％　　　O％

＊小　　　80　　　　7　　　　5

新聞，小売広告
大　　　　4　　　　15

小　　　　7　　　　7

4
16

ダイレクト・メール
大　　　　4　　　　39

小　　　　5　　　　27

12

7

イソパック／オソパック
大　　　　4　　　　ユ5

小　　　　2　　　　27

31

25

サソデー・サプルメソト
犬　　　　0　　　　0

小　　　　2　　　　2

8
0

新聞，ROP，共同
大　　　　0　　　19

小．　　O　　　14

31

14

（注）‡大一年商1礪ドル以上の大規模企業．“小自隼商10僚ドル以下の小規模企熟

（出所　Domel1eアMarketing　Twe肚h　A㎜ual　Sm珊y　of　PromotiomI　P胴ctices．1990．p．33一）
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なると，上記米国の事情とはかなり異なったものが予想される。また日本のク

ーポニソグにまつわる産業にも留意したい。わカミ国では，メーカーのクーポン

活動を効果・効率的かつ強カに展開させるだけのクリアリソグ・ハウス加えて

その他の関連機関たどが，その量・質からいって不十分なので，考えられ，利

用されるこれからの主なクーポソ配布媒体はこの事清をも踏まえて検討するこ

とが肝要である。

　いくつかの調査資料を通じ，クーポン配布媒体の種類を説述したが，これら

のもの及び他の諸研究を踏まえ，クーポソ配布媒体・手段をここに枠付けてみ

よう。

　クーポン配希方法については，下記のように4区分する研究老がいる。値］

　（1）印刷媒体クーポニソグ　この1は次のつに区分される。

　　1　日刊紙

　　　　　単独RO　P（本紙）クーポソ

　　　　　共同RO　Pぺ＿ジ

　　　　　小売（イン・アド）クーポソ

　　2　サソデー紙

　　　　　単独RO　Pクーポン

　　　　　F　S　I

　　　　　　　単独クーポン挿入

　　　　　　　共同クーポソ挿入

　　　　　サソデー・サプルメント

　　　　　　　オン・ぺ一ジ　クーポソ

　　　　　　　ティプーオン　クーポソ

　　　　　サンァー・コミック

　　　　　　　単独RO　Pク＿ポン

　　　　　　　共同ROPクーポソ

　928



　　米国及び日本におけるクーポニソグの現状とわが国のこれからの方向　　39

　3　雑誌

　　　　オソーぺ一ジ　クーポソ

　　　　ティプーオソ　クーポン

　　　　ゲートフォールド　クーポン

（2）ダイレクト・メール　クーポニング　DMクーポンの配布は次のように

　区分できる。

　1　単独メーリソグ

　　　　ブロード・スケール

　　　　選択ターゲット

　2　共同メーリソグ

　　　　ブロード・スケール

　　　　選択ターゲット

　3　エソベiコープ・スタファー

（3）店舗内またはその近くで配布するクーポニソグ

　1　イソ・ストア

　　　　（見本付きまたはなしの）手渡しの単数・複数クーポソ

　　　　ボーナス・クーポニング

　　　　キャッシュ・レジスター・テープ

　　　　スワッフ・テーフル

　2　ニア・ストア

　　　　（見本付きまたはなLの）手渡しの単独または共同ブログラム

（4）バッケージ利用のクーポニソグ

　1　オソ・バッケージ

　2　イソ・パッケージ

　3　クロスーフラ　クーポニソグ

　4　即座に償還できるクーポソ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　929
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米国及び目本におけるクーポニソグの現状とわが国のこれからの方向

荒
凶
一
“
＜
1
憂
刈
鶏
謹
“
刈
＾
」
盲
P
■
兵
蒋
き
宰
）
｝
二
国
ぶ
牒
染
｝
酋
く
口
茎
、
o
轟
㎡
く
モ
貞
P
鰻
導
1
刈
、
如
■
、
、
竜
口
呂
榊
Q
箒
1
挺
一
堪
1
へ
e
岬
握
へ
岬
る
争
灼
Q
志
o
o
弛
痢
へ
℃
V
、
｝
l
1
、
疑
二
隻
礫
ト
．
く
寒
1
1
1
辿
“
・
如
λ
へ
u
K
、
く
苓
焔
｝
匝
和
謹
1
如
如
へ
廷
Q
へ
悉
、
．
畏
劃
・
塑
モ
焔
拐
轟
ヤ
紬
1
和
へ
Q
l
ト
麗
へ
μ
㌻
堪
ミ
貞
Q
凧
て
糎
ト
机
回
昌
↓
・
l
1
一
糸
糎
畑
、
、
灼
虹
二
孕
、
粍
如
迷
貞
ぶ
Q
1
巻
喉
二
怨
堪
へ
頼
如
｝
坐
握
頼
如
刈
J
純
ゼ
塾
、
＾
j
慈
紬
o
割
渠
岬
P
、
為
轟
1
如

｛◎～



　42　　　　　　　　　　　　早稲困商挙第344号

　また6視点からクーポニング媒体を区分する研究もある。血o

　1一直接配布（消費者への直接配布で，ダィレクト・メール，戸別配布，店

　　舗内のテーク・ワン，セソトラル・ロケーションなど）

　2．新聞挿入のフリー・スタンディング・カード

　3．　日曜新聞サンプルメソトのイソ・アド

　4．雑誌のイン・アド

　5．新聞広告中のイソ・アド

　6．　イ＝■パック，オンパック

　（参考＜筆老加筆〉）　イン・アド（in・ad）は，広告の中に掲告されること

　　　　　　　　　　　を意味する。この条件下のクーポンがイソ・アド　ク

　　　　　　　　　　　ーポソと呼称される。

　これらを踏まえ，かつ若干の項目を付け加えて，クーポン配布媒体・手段を

一表にすると第6表になる。これにはわが国では適用できない・しにくいとこ

ろも一都含まれている点に注意。クーポニングの発達につれ，わが国のクーポ

ン配布メデアとかトゥールの幅は次第に拡大しようから，そのときの参考資料

になれば幸いである。

4　消費者対象のプロモーションのタイプとクーポニング，

及びわが国のクーポン広告の方向

　1989年米国の企業は対消費者ブロモーションにどのようなタイプのものを主

に利用したのであろうか。もっとも，プロモーションといっても，ここでぼ前

述の通り狭義（販売促進）のもの，加えて，ドナリイ・マーケティソグ杜の調

査での枠内のものと限定することを特記しておきたい。ドナリー・マーケティ

ソグ杜の調査時，回答杜へのプロ毛一ショソ項目として呈示されたものは，消

費者への直接配布クーポン，マネーバック・オフアー／キャッシュ返金，プレ

ミアム・オファー，懸賞，新商品の見本提供，セントオフ・ブロ毛一ショソ，小売

　932
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　　第5図　使用Lた消費者プ回モーションのタイプ（1987年対一989年）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　89年と87年の
プロモーションのタイプ　　　　　　　　　　　回答率　　　　　　　　差位　　（％）

滴費者への直接　　　　’89　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　93％
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十2配布クーポン　　　　　　’87　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■．鵯鯉gl％

マネーバック・オファーノ’89
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0キャッシェ返金　　　　W華．・

　　　　　　　　　　’89
プレミアム・オファー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十2
　　　　　　　　　　’87

　　　　　　　　　　’89懸　賞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十13
　　　　　　　　　　’87

　　　　　　　　　　’89
新商屍見本配布　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十10　　　　　　　　　　187

セントオ7・　　　　　’89　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＋1
ブロモーション　　　　187

　　　　　　　　　　．89
小売唐広告のクーボン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十3
　　　　　　　　　　187

　　　　　　　　　　’89既存商品の見本配布　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十3
　　　　　　　　　　’87

プリプラィスド・　　　’89
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0シパー　　　　　　　　　　187

　　　　　　　　　　’89コンテスト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー6
　　　　　　　　　　’87

．灘嚢鰯議 ．：．鱗蝋轍灘ま1：1鰯鐵1

74％

73％

、．．．

70％

66％

：・碧．圭 鱗鱗蟻

64％
1：：：1：1w：’1葦：1 ：：＝蟻11：1：：；

妾：163％

63％

糊1奪
竜：1：1：葦1：1：1：1

鵜60％

57％

：・蟻義妾蒔 1：繍54％

44％
・：・：・｝：・

鰍：：：：：144％

41％
．＝榊：．：’繊：1

銭47％

手O月ヨタイ7oσ）エp土勺　　1989年‘ま6，9項頁目

　　　　　　　1987角＝‘ま6．4月買昌

（出所1Domeny　M鉗keting　Twe附h　Amual　Su岬ey　of　PromotioI1al　P胴otices，1990，p，21．）

店広告のクーポソ・既存商品の見本提供，プリプライスド・シパー（Prepriced

ShipPer，〈普通は購入サイズのパヅケージより小さた〉試用サイズのバヅケー

ジ（例：利用頻度の高いシャソプーとかねり歯みがきたど）に魅力的な安い値

段茄予じめメーカーからつけられ，小売店に配置・ディスプレイされるプロモ

ーショ■のこと）・コンテストなどの10項目であった（Domei工yMarketi皿g

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　933



　坐　　　　　　　　　　　　早稲田商学第3仏号

Twe1舳Am蝸1S岬ey　Of　Pro㎜otiona1Practices，1990一）。同報告書では1987年

と89年を比較しているが，回答会杜の対消費老プロモーション利用率は，懸賞，

新商品見本配布，コソラストを除いては大きくは変っていない（第5図）■

　このクーポンの順位付けを1985年から5年にわたり眺めると第7表。ω消費

者への直接配布クーポソはすべて90劣台で91％～96％のレイソジである。また

小売広告のクーポソは40～60劣台で，45劣～63％レインジで，1988年からは60

％以上となっている。プロモーショソの分野ではクーポニソグが重視されてい

ることを，これらは裏付けるのに十分である。

　米国におげるクーポニソグの位置はプロモーション分野では非常に目立って

いる。これからもクーポ1■・プロモーショソは大きな力を持ち続けることにな

るのは必至と見込まれる。

　ではわが国のクーポンとかクーポニソグはどのような方向を辿るのであろう

第7表　米国で利用率の高いプ回モーションのタイプ

ブロモ】ショ：■のタイプ　　　　　　1985

　　（1985年～1989年の5年間）

回答杜の利用率（年別）

1986　　　　1987　　　　1988　　　　1989

1．消費老直接配布クーポソ 93％　　　　91％　　　　96％　　　　92％　　　　93％

2、返金オファー現金払い戻し 85　　　　　85　　　　　87　　　　　85　　　　　74

3．　プレミアム・オフプー 79　　　　　58　　　　　74　　　　　68　　　　　73

4．懸　賞

5．新商品見本

77　　　　　72　　　　　66　　　　　72　　　　　70

77　　　　　64　　　　　71　　　　　68　　　　　66

6．　セソト・オフプロモーショソ 78　　　　　70　　　　　69　　　　　74 64

7．小売店広告クーポソ 56　　　45　　　57

76　　　57　　　65

63　　　63

8．既存商品見本 63　　　57

9．事前値付けシバー

10．　コソテスト

70　　　　　58　　　　　56　　　　　52　　　　　44

55　　　　　40　　　　　38　　　　　46　　　　　41

（出所
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　　　　米国及び貝本におげるクーポニソグの現状とわが国のこれからの方向　　45

カ㍉こζにこの間題を考究してみよう。

　クーポン広告またはクーポニングにば，ストア・クーポソとメーカー・クー

ポ：■の二つがある。米国の場合はメーカー・クーポソが盛んに利用されてい

る。わが国でもこの二分野の方向は考えられるが，メーカー・クーポンが可能

になるのは，クーポソのクリアリング・ハウス（精算所），リデンブションセ

ンター（償還センター）が必要数設置され，それなりの動きを示しているとき

である。わが国では，この種の機関設置を目下検討中たので，メーカー・クー

ポソは，広告主が自力でリデンプション・センターとかクリアリング・ハウス

を持たない隈り，その効果的計画・実施・コソトロールは難しいので，目本の

ク＿ポニソグは，ストァ・クーポソ（トレード・クーポン）がとりあえず主体

となろう。その間にクーポン産業界の機構，組織，取引条件，その他などが整

備され，クーポン広告とかクーポニソグの本格化が次第に期待できるようにな

るだろう。

　クーポニソグがわが国に定着するようになるには，クーポソを扱う流通経路

側がこれについて十分に理解し，一方その扱いプロセス，これに伴う扱い料な

どを知っていることが肝心。これからは小売分野でのP　O　S管理が次第に充実

化し，これに同調するクーポソ処理作業問題がいよいよ注目されるようになる

だろう。またクーポンを計画・実施・管理する広告主側のクーポソ関係者はク

ーポニソグに関する諾項目に精通Lていることがますます要講されるようにな

るのは必至。米国では効果的改クーポニングに必要と恋る「プロダクト・マネ

ジャーのクーポン・ガイド」愈どが，いろいろな機関，広告主，広告会杜・販

促会杜などの間で作られているが，わが国にも将来この分野の開拓が要求され

よう。参考までに，米国のある機関が開発したガイドの内容項目を示すと次の

ようになる。

①メーカー・クーポンの背景。クーポニ1■グの定義，クーポソ使用理由・ク

ーポソ戦略目標，クーポソと他のプロモーショソ手段のミックス理由。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　935
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②クーポソの理解。メーカー視点からの認知，消費者のクーポソ観。

③クーポン配布。配布傾向，クーポン配布媒体，クーポソ共同配布計画。

　④クーポソ償還。償還傾向，償還率影響要因，短期間で切れるクーポン。

⑤効果的クーポン・キャソペーンの設計。クーポソ・プロモーショソのマー

チャソダイジソグ，計画と予算間題（クーポソ・ディザイン，ソフェイス・バ

リュー，配布方法，配布地域など），プログラムの遂行（クーポソ・プロセス，

フローチャート，実施決定，小売店関係，トラッキソグと予測，チェックリス

トなど）。

　⑥経営財務計画。償還タイミソグ・パターン，小売レベルでの償還スピード，

クーポン・プロモーションのコスト。

　⑦健康およびビューティ・エイヅのクーポニソグ。配布傾向，償還傾向，消

費者使用傾向，クーポン・フェイス・バリュー。

　⑧クーポソの取り扱いとコントロール。投資保護，コンプリート・コントロ

ーノレ・システム（小売マスター・ファイル，マニュアル・コソトロールおよび

コンピュータ・コントロール，特別報告）。

　付記　①芙杜のコピーとフェイス・バリューのテスト②媒体別クーポン費用

〈媒体・手段別の〉（製作費，クーポン千枚当たりのコスト，製作費斗配布費

合計），（償還面でのフェイス・バリュー，処理費）などが，この菓機関のrガ

イド」項目である。

　クーポソ広告とかクーポニソグを計画・実施・コソトロールし，その効率化

を期するには，関係考はこれらの項目についてできるだけ精通していることが

肝要である。わが国のクーポソ広告機関，広告会杜，販促会杜，広告媒体杜，

広告主などが，このようなことに関心を深め，必要た知識を持つようになるま

でには，これからもある程度の期間が必要となろう。クーポン広告の本格化時

代を可能にする必要条件とか環境諸条件の処理作業がここ当分この業界に要請

されよう。メーカー・クーポンを成長させるためには，取り扱いクーポソ当た

　936
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りのクリアリング・フィーについて，関係者からの理解を得られるようなフィ

ー・システムを作り上げることが大切。現在芙機関では，クリアリソグ・フィ

ー試案として，クーポソ取り扱い業務に対する手数料，小売サーピス型クリア

リソグ・ハウス管理費，メーカー・リデソプツヨソセンター管理費，その他諾

経費の合計額からフィーの試案作りをしているが，注目される動きの一つとい

えよう。

　クーポソ広告のターゲヅトはそのユーザー，主に消費者である。消費者には，

その利用経験はほとんどないし，クーポソの機能を十分にはわかっていない。

クーポソ利用の経験の積み重ねを通じ，クーポソの効果的・効率的利用を体得

する，クーポンのメリットを実感する，その満足度が次第に高まることによ

り，消費者のクーポソヘの敏感度，満足度，利用熱意は次第に高まるようにな

ろう。このためには，クーポン産業界，クーポン関係考の地遣な，前向きにし

て，継続的かつターゲットのためになるクーポニソグ活動がこれからは一段と

要請されるようになるのは必至鉋

　クーポニソグはマス媒体を通じてクーポソが配布され，これが利用化に結び

つくと決めつけることもない。カナダではイソ・ストア・クーポソ（イン・ス

トア・シェルフ・クーポソ）もより用いられていて，カナダのA・C・二一ル

セソの最近の情報によると，この分野の償還率は，食料雑貨品！7，3％（4．3％

一8．3％レ1■ジ），パーソナル・ケア16．3劣（レイソジ3．2劣一37．5劣），ペヅト

フーヅ11．7％（4．7％一一65，3劣）とのこと。わが国でもこの種のものはこれか

ら注目されよう。

　またエレクトロニヅク小売プロそ一ショソ（E1ectronic　Retai1Promotions

＜ERPs＞）面でのメーカーの参加もこれからは考えられるところ。このことに

ついては，小林太三郎r最新米国広告事情」，AD懇談会，平成2年9月発行

を参照されたい（1990年と95年の動きについて言及）。
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注（1〕Russ　BOw皿a叫“Sales臥o凪otio叫”Marketing＆Media　Decisions．J1ユIy

　　　1990，pp．20＿21．

　（2）　Russ　Bow皿1an・Ibid・，p・20・

　（3）　Ma皿ufactuエers　COupOn　Contro1Cel1teτ，“Hea1th＆Beauty　Aids　Coupon

　　　Distribution　and　Redeコmptio皿Pattems1989，”p．1、

　　（4）D㎝neuey　Marketing12th　AmuaI　S㎜wey　of　Promotional　Practices・1990・

　　（5）Domeuey　Marketing　Ann㎜1Su耐eys，1985，’86，’87，’88，’89．

　　（6）　Don瓦e11ey　Marketi口g12th　Annual　Suπey　of　Promotional　Practices，1990，

　　　P．33．

　　（7）　Donnelley　Marketing．Ibid．，p．33．

　　（8）第5表下記の出所を参照。

　　（g〕Dan　Ai1ioni－Charas，“Promotion　Guide　to　E伍ective趾o㎜otiona1Plami皿g，

　　　S泣ategies，aコd　Executions，”1984，pp．155－158．

　　⑩　John　R．Rssiter，Larry　Percy，“AdTeれising　and　Pro狐otion　Management，”

　　　　1987，pp．347＿348．

　　ω　Do口neuey　Marketing12th　Annual　Survey　of　Promotional　Practices，1990，

　　　P．21．

　　⑲　Donnel1ey　Marketing，Ibid．，p．25。
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